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I はじめに
平均寿命の伸びとともに我が国の高齢化が他国に類を見ない速度で進んでいるのは周知の事
実である。本道において65歳以上の高齢者は平成2年は総人口の11.8%，平成4年は12.9%と
なり，平成7年頃には全国平均を上回り，さらに平成32年には4人に 1人が65歳以上の高齢者
という超高齢社会が予想されている。
また，世帯数も増加しており，これは若い年齢層の単独世帯とともに高齢者の夫婦世帯なら
ぴに単独世帯の増加によってもたらされている。平成4年の調査によると 「65歳以上の者のい
る世帯Jは全世帯の28.8%となっている。家族形態別にみると最も多いのは「子と同居」して
いる者（65歳以上の者の57.1%）であるがその割合は年々低下している。一方，「単独世帯」（一
人暮らし）は（同11.7%）年々増加の傾向にある。本道も同様の傾向にあり，平成2年の国勢
調査によると「65歳以上の親族のいる世帯」は昭和45年に比べ約4倍に増加している。特に「ひ
とり暮らしJ世帯は約10倍と著しく増加し， 「夫婦いずれかが65歳以上の世帯」も増加の傾向
を示している。江別市の場合をみると 「夫婦のみ世帯」 が31.9%，「単独世帯」が12.7%とい
ずれも増加している。「単独世帯」 の約8割は女性である。 高齢者の独居理占の中には 「一人
のほうが気楽」「子供が転勤，結婚などで転出したJ「身寄りがない」「家族とうまく行かない」
などがあげられている。筆者らは平成4年に江別市在住の老人大学，健康教室に通う60歳以上
の高齢者を対象に食生活調査を試み，第l報， 2報として結果を報告した。しかしこの調査で
は「単独世帯」が少なく，十分な検討ができなかった。今回は「単独世帯」のみを対象に食生
活調査を試みたのでここに報告する。
E 調査方法
(1）調査対象者：江別市に在住している60歳以上の独居老人を対象に行った。
(2）調査時期 ：平成5年2-9月に行った。
(3）調査方法及び内容 ：江別市社会福祉協議会を通して各町内会の方から直接該当者へアン
ケー ト用紙の配付，回収を依頼した。内容は次の5項目についてそれぞれ設問した。
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1.基本的属性 2.活動状況 3.健康状態 4.食事状況及び満足度
5.健康のために注意していること
(4）調査回収状況：有効回答数は，男性36名，女性134名であった。
皿 結果友び考察
1.基本的属性 表1 調査対象者
表lに 「調査対象者J 男 女 計
を示した。男性36人，女 年 齢 ( % ) 人数（人） （%） 人数（人） （%） 人数（人）
性134人，合計170人であ 60-64歳 。 ( 0.0) 。 ( 0.0) 。 ( 0.0) 
る。構成割合は男性 65-69歳 6 ( 16. 7) 36 ( 26 .9) 40 ( 23.5) 
70-74歳 11 ( 30.6) 47 ( 35 .0) 58 ( 34.1) 21.2%，女性78.8%でど
75-79歳 13 ( 36.1) 28 ( 20.9) 43 ( 25.3) 
の年代層も女性の方が男 80歳以上 6 ( 16. 7) 23 ( 17 .2) 29 ( 17 .1) 
性よりも多い。前述した 言十 36 (100.0) 134 (lo .o) 170 (100. 0)
ように平成2年の国勢調
査によると江別市在住の
65歳以上の高齢者単身者数は920人でそのうち男性は20.8%，女性は79.2%であり，昭和60年
の543人，男性24.1%，女性75.9%に比べると総数及び女性の割合も増えていることが分かる。
ここでイギリス，ドイツ，アメリカ，韓国，そして日本の老人の生活と意識を比較した資料を
みると，家族との同居状況の違いが述べられている。調査対象者の 「単身世帯」率を性別とと
もに比較した結果では，各国ともに男性より女性の方がその割合は高くなっている。男性，女
性の順に示すと，日本2.8%,8.1%。アメリカ21.9%,44.1%，イギリス28.7%, 57.1 %，韓
国3.0%,16.9%, ドイツ21.9%,47.5%となっている。アメ リカの女性の場合は， やや減少
する傾向がみられるという。また，同居の有無にかかわらず，子供の数が最も多いのは韓国で「5
人以上Jが55.7%を占める。他の4か国は「2人」 が最も多い。また 「子供がいない」と答え
ている割合が高いのは欧米3か国で， 13-18%の間にある。日本では， 既婚の子や，孫などの
配偶者以外と同居している者が多い。韓国でもこの傾向が強い。これに対して欧米ではこうし
た直系親族との同居率は極めて低い。また欧米諸国では， アジア諸国に比べて未婚率が高いこ
と，また別居ないし離婚の割合も高い。このようなことが「単身世帯」が日本に少ない理由と
してあげられている。
年齢別に見ると，男性では70-74歳，75-79歳が， 女性では65-69歳，70～74歳， 75-79歳
が多くそれぞれの66.7 % , 82. 9 %を占めている。男女共，60-64歳に該当者は存在しなかった。
従って以下，調査対象者からこの年齢層は除いて検討する。
2.活動状況
表2に「外出状況」を示した。男性は「毎日J外出する割合が47.2%と高く，女性は「週に2,
3回」外出する割合が47.1%と高くなっている。「週に2,3回J以上外出する人は男性77.6%,
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外出状況表2
女男
その他 無回答
回
週週に
2, 3回
日毎対象者（人）
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その他 無回答
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2, 3回
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齢年
答L f也事（人）答し
??
事（人）
3 12 6 7 16 7 9 6 3 3 36 3 2 。。。。。。6 65-69歳
4 16 4 3 21 14 3 6 4 47 2 2 2 3 。3 。3 。70-74歳 11
6 5 2 0 10 2 10 2 。28 4 2 2 3 2 。75-79歳 13
0 11 2 6 4 10 2 。23 2 。。2 。。6 80歳以上
12 45 18 41 11 53 14 11 16 4 134 11 7 6 6 10 2 3 36 言十
女性72.5%となり， 更に男性の約83%，女性では約92%の者が「週に l回」以上は外出している。
「その他jは， 月に1,2固または余りしない者である。外部における活動状況を表3に示した。
仕事をもっている者は男性が3人，女性は4人であり，その内容は男性が，86歳のカルチャー
農業に従事してい
る者のそれぞれ2人となっている。そのほか，地域社会での活動に男性が8人（22.2%），女
性は27人 （20.l %）が参加しており男，女とも町内会 ・自治会役員，老人クラブ幹事として貢
ベン習字講師 （月2回），女性は自営業，自営の建設業，講座講師のほか，
献している者が多い。更に，女性では， 各種ボランテイ ア活動に参加している者が6人いる。
しかし，仕事も含めて地域社会活動に参加している割合は男性30.6%と女性に比べてやや高く
これらの活動をしていない者と無回答
なっている。一方，個人の活動をみると， 男女とも老人クラブに通う者が多い。 更に女性では
老人大学，健康教室への参加や，大正琴，カラオケ，編み物，書道，踊り，ゲートボー ルなど色々
な種類の趣味を楽しんでおり， その数も多い。しかし，
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の者を合わせると，男性が18人（50%），女性が57人 （42.5%）となる。このことから，趣味
など個人の活動に参加する割合はやや女性のほうが高いといえる。北海道の65-90歳を対象と
した調峯によると，「仕事をしている」者は21.6%でその割合は男性の方が女性に比べて3倍
高く，家族形態別では， 「夫婦のみ」世帯が約4割以上を占めている。現在「仕事をしている」
者に今後も仕事を続けたいかを尋ねた結果は 「続けたい」が約9割となっているが， 「仕事を
していないJ者は約9割以上の者が「働きたくない」 と答えている。また余暇を生かす活動の
団体への参加状況では「町内会 ・自治会」 「老人クラブ」「趣味のサークル ・団体jの順となっ
ている。参加して良かったと思うのは「新しい友人や仲間を得ることができたJが最も多く，
次に「生活に充実感ができた」となっている。参加しなかった理由では「健康や体力に自信が
なかったから」 とする者が約半数いた。日常生活での生きがいについて男性は「趣味に打ち込
んでいると き」とする者が多く，女性は「親しい仲間と交際しているとき」と答える者が多くなっ
ている。また， 高槻市における65歳以上のひとり暮らし高齢者の実態調査によると，老人クラ
ブや趣味のサークルなどへの加入率は45%で性差はないが， その他の一般調査に比べて高く
なっている。身内との交流範囲が高いほど，また日常行動範囲が広いほど，加入率が高くなっ
ていると している。生活全般についてみると日常何らかの楽しみをもっているのは女性の方が
多い傾向にあるとしている。グループ活動への参加状況を他国と比較すると， 宗教活動や社交
的な集いについてはアメ リカ，イギリス， ドイ ツ，韓国に比べ，日本の参加率は最も低い。し
かし社交的な集いへの参加率は上がってきており，男性より女性の方が活動度が高い。次に地
域でのボランテイア活動についてみると，不参加率が最も高いのはイギリスで71.l %，ついで
韓国，ドイツ，日本と続き，最も低いのはアメリ カの41.3%となっている。 性別では欧米3か
国では差がみられないが，日本と韓国では女性よ り男性の方が活動度が高い。次第に各国とも
不参加率は下がってきている。また，老人クラブなどの老人のグループ活動にまったく参加し
ていない割合はイギリスが75.4%と最も高く，その他も50%以上と高い。しかし，各国ともに
参加率は上がってきているが， 頻度としてはまだ低いようである。
次に「家事」につい
表4 家事について
てその様子を尋ねた結
男 女
呆が表4である。家事 年 齢 総数（人）大変大変 無回答 総数（人）大変大変 鉦回答
が「大変である」 と答 （%） であるではない （%） であるではない
65～69歳 6 3 2 36 10 18 8 
えた男性は72.2%と女 (IOO. 0) (50. 0) (16. 7) (33.3) (ICD.O) (27.8) (50.0) (22. 2)
性の32.2%の2倍以上 70ー 74歳 I] 7 3 l 47 14 19 14 
(IOO. 0) (63. 6) (27 .3) ( 9.1) (100. 0) (29. 8) (40.4) (29.8) 
となっている。しかし， 75～79歳 13 11 2 。 28 10 10 8 
男女と もに年齢が高く
(100.0) (84.6) (15 .4) ( 0ρ） (JOO. 0) (35. 7) (35.7) (28.6) 
80歳以上 6 5 。 23 9 7 7 
なるにつれてその割合 (IOO. 0) (83. 3) ( 0.0) (16. 7) (IOO.O) (39.2) (30.4) (30.4) 
は高い。なかには近所 計 36 26 6 4 134 43 54 37 (100. 0) (72. 2) (16. 7) (11.1) (100. 0) (32 .1) (40.3) (27.6) 
の人に家事を教えられ
つつ世話を受けている男性が一人，週2回
ヘルパーを頼んでいる女性が一人いる。逆
に家事が好きと答えた男性も一人いる。次
に「苦労している」と答えた家事の主な項
目を図 1にまとめた。男性は，家事が大変
と答えた26人の約6割にあたる15人が惣菜
作りを含めた「炊事」をあげている。家の
中の仕事をあげている者が多いが炊事以外
の家事は少ない。それだけ毎日の食事作り
に苦労をしていることが伺える。 「その他」
除雪
家事全般
掃除
洗濯
庭仕事
その他
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図 1 苦労している家事（複数回答）。 3 6 9 12 15 （人）
図男
園女
の項目には「針仕事」「食事の後始末」また， 一人暮らしになって 1年の80歳の男性が，病い
になった時の不安を書いている。不安感について，前述している 5か国との比較調査の結果が
ある。それによると「自分自身の健康」について不安感をもっ者はたまにもつ者を含めると約
9割を占め，最も高くなっている。その他「世の中が老人のことを気にかけなくなる」「独りぼっ
ちで頼るものがない」「経済的な生活が成り立たなくなる」までは約6割の者が，「子供が自分
のことを気にかけてくれない」は約4割の者が程度の差はあるが不安を持っている。平均する
と不安の高さは日本が韓国についで2位であり，以下ドイツ，イギリス，アメリカの順となっ
ているがイギリス，アメリカでその割合は低い。前述のひとり暮らしの調査でも悩みごとがあ
る人は72.6%おりその理由を「健康に関すること」「寝たきりや痴呆症になった時のこと」と
する者が約半数いる。性や年齢別に顕著な傾向はないが身内との交流頻度が多い人ほど悩みや
心配事が少ない傾向にあるという。
一方，女性の方は， 「炊事」をあげている者は 5人と少ないが「除雪」「掃除」 「庭仕事」を
あげている者は多い。その他に「高い」「重い」「力のいる仕事」と答えている者も多く，特に
女性の場合は，足，腰に負担のかかる仕事は辛いことが想像される。また，この年は雪が非常
に多く除雪が一般の家庭でも大変であった。質問の時期によってはこの回答数がもっと多く
なったことも予想される。また，なかに，書くことが大変といった回答もある。
3.健康状態
表5に現在の 「健康状態」についてまとめた。現在の健康状態が 「良好」「普通」であると
答えた男性は80.6%，女性は73.2%である。しかし，表6から「身体の不調」を 「時々 」また
は「よく」感じるという割合は，男性で55.5%，女性で68.6%であり，「ない」とする者もそ
れぞれ30.9 % , 22.4 %と男性の方がやや多い。「通院中」の者もそれぞれ58.3%,72.4%となっ
ている。受診状況は男女ともに高血圧を含む血圧がかなり多く，次いで目の病気，腰痛，心臓，
足・関節痛となっており，女性には糖尿病も多くまた骨粗索症もみられた。一人当たりの受診
数は男性の方が多いようである。時々不調を感じつつ通院中でありながらも全般には健康であ
ると考えているようである。自覚症状（図 2）をみると男女ともに「腰痛」を訴える者が最も
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表5 健康状態
男 女
年 齢 総数（人）良好 普 通あまり 無回答 総数（人）良好普通あまり 無回答
（%） 良くない （%） 良くない
65-69歳 6 1 3 2 。 36 3 25 6 2 
(100.0) (16.7) (50.0) (33.0) (0.0) (lCO.O) ( 8.3) (69.4) (16. 7) (5.6) 
70～ 74歳 11 2 9 。 。 47 9 26 10 2 
(100.0) (18.2) (81.8) ( 0.0) (0.0) (100.0) (19.1) (55.3) (21.3) (4.3) 
75-79歳 13 3 7 2 1 28 4 18 5 1 
(100.0) (23.1) (53.8) (15.4) (0.0) (100.0) (14.3) (64.3) (17 .9) (3.6) 
80歳以上 6 。 4 2 。 23 3 10 9 1 
(108 .0) ( 0.0) (66.7) (33.0) (0.0) (100.0) (13.0) (43.5) (39.1) (4.3) 
言十 36 6 23 6 I 134 19 79 30 6 
(100.0) (16. 7) (63.9) (16. 7) (2.8) (100.0) (14.2) (59.0) (22.4) (4.5) 
表6 身体の不調
男 女
年齢 総数（人） よく 時々 な い 主張回答 通院中 総数（人） よく 時々 ない畳回答 通院中
（%） あるある （%） あるある
65～69歳 6 I 3 2 。 4 36 5 24 6 22 
(100.0) (16. 7) (50.0) (33.0) ( 0.0) (66. 7) (100.0) (13.9) (66.6) (16.7) ( 2.8) (69.9) 
70-74歳 11 4 5 5 47 6 20 14 7 34 
(100.0) ( 9.1) (36.4) (45.4) ( 9.1) (45.5) (100.0) (12.8) (42.5) (29.8) （・14.9) (72.3) 
75～79歳 13 3 4 3 3 7 28 2 17 6 3 22 
(100.0) (23.0) (31.0) (23.0) (23.0) (53.8) (108 .0) ( 7.1) (60.8) (21.4) (10.7) (78.6) 
80歳以上 6 。 4 5 23 6 12 4 1 18 
(100.0) ( 0.0) (66.6) (16.7) (16.7) (83.3) (lOJ.O) (21.4) (52.2) (17.4) ( 4.3) (78.3) 
計 36 5 15 11 5 21 134 19 73 30 12 97 
(100.0) (13.9) (41.6) (30.6) (13.9) (58.3) (JOO .0) (14.2) (54.4) (22.4) ( 9.0) (72.4) 
図2
男
図腰痛
凹 肩こり
闇 頭痛
国便秘
図めまい
図息切れ
図倦怠感
園腹痛
図その他
多く ，次に男性は 「肩こり」「頭痛」と続き，女性は「肩こり」「便秘」 となっている。平成 4
年度の国民基礎調妥による65歳以上の有訴率は全国平均46% （男性42.8%，女性48.3%），北
海道44%と本調査より低くなっている。同年齢層の通院率では， 全国平均57.7% （男性55.2%,
女性59.4%），北海道で59.3%となっている。健康状態に関する各国の比較をみると，「健康で
あるj「あまり健康とはいえないが，病気ではない」を合わせるとドイツ，日本，アメリ カ，
イギリスの順で約90-83%の間にあるがドイツは 「健康である」とする者は34%と低い。一方，
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韓国は 「病気がちで寝込むことが多い」が一番高くなっている。性別では 「健康である」と答
えた比率は， 日本，イギリス，韓国では女性の方が高く，年齢が高くなる程低くなる傾向がある。
表7に「睡眠状態」を示した。「熟睡しているJ割合は男女とも，約6割弱となっている。「よ
く眠れない」 とする回答からみても男性の方がやや睡眠状態は良いようである。熟睡している
人も含めて「睡眠を妨げる理由」を図3に示した。女性の場合，途中で一度目が覚めるとその
後なかなか眠れなくなるようである。表8に「歯の具合」を示した。男性は「部分的に義歯Jが，
女性が「総入れ歯」がやや多いようである。「すべて自分の歯」である者の最高齢は男性は73
歳に 2人，女性は84歳に 2人おりしかもこのうち男性の 1人，女性の2人と もが「良く噛める」
と答えている。しかしこの表から 「噛み具合」をみると男性で「良く噛める」は20人で55.6%,
「噛みにくい」者は 8人で22.2%，女性はそれぞれ94人で70.1%, 19人で14.2%となり，女性
の方が「噛み具合」は良いようである。平成5年の歯科保健の調査 （満15歳以上）に上る現在
の歯の状態を見ると，歯が「ほとんどそろっている」者は68.3%であるが年齢が高くなる程少
なくなり，65歳以上で16.0%,80歳以上となると6.1%と少なくなっている。 逆に 「まったく
ない者」はそれぞれ29.5, 49.3%とふえている。また， 「歯がない」という悩みが多くなって
いる。
年齢
65-69歳
70-74歳
75-79歳
80歳以上
言十
表7 睡眠状態
男 女
総数（人）熟 睡 よく眠れ無回答 総数（人）熟睡よく限れその他無回答
（%） できる ない （%） できる
6 4 2 。 36 19 
(108. 0) (66. 7) (33.3) ( 0.0) (JCJ.O) (52.8) 
Jl 6 3 2 47 28 
(100.0) (54.5) (27. 3) (18.2) (100.0) (59.6) 
13 8 2 3 28 17 
(100.0) (61. 6) (15.4) (23.0) (100.0) (60. 7)
6 3 2 I 23 12 
(100.0) (50.0) (33. 3) (16. 7) (100.0) (42.9) 
36 21 9 6 134 76 
(JOO.OJ (58.3) (25.0) (16. 7) (100.0) (56. 7) 
図3 睡眠を妨げる理由（複数回答）
男
ない
8 
(22.2) 
14 
(29.8) 
7 
(25.0) 
8 
(34.8) 
37 
(27 .6) 
2 7 
(5.6) (15.4) 。 5 
(0.0) (10.6) 
1 3 
(3.6) (JO. 7) 。 3 
(0.0) 03.0) 
3 18 
(2 2) (13.4) 
図 トイレに起きる
回寝つきが悪い
盟 途中で目が覚める
国その他
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表8 歯の具合
男 立
年齢 総 総入れ曲 部分的に義歯 全て自分の柑 無 総 総入れ歯 部分的に義歯 全て自分の簡 畢
総よ噛 総よ 噛 総よ噛 総よ噛 総よ 噛 総 よ 噛
数 噛く みに 噛く みに 噛く みに 回 数 噛く みに 噛く みに 噛く みに 回
（人） め く めく めく （人） め く めく め く
（出） 数る い 数 るい 数 る い 答 （%） 数 る い 数る い 数る い 答
65-69店主 6 。 。。 3 2 I 2 I O I 36 8 I 20 17 I 5 4 I 2 
000.0) ( 6.0) (50.0) (33. 3) (16.7) (ICO.O) (25.0) (55 .5) 03.9) ( 5.6) 
70-74歳 II 3 I I 6 5 I 2 I I 。 47 20 12 5 21 15 5 5 3 0 
(100.0) (27.3) (54. 5) ( 18. 2) ( 0.0) (100.0) (42.6) (44. 7) (10.6) ( 2.1) 
75～79歳 13 7 4 2 4 3 0 。 。。 2 28 18 14 2 5 I I 。。
(100.0) (53.8) (30.8) I o.o) 115.4) (100.0) (64.3) (21.4) I 3.6) ( 3.6) 
80歳以上 6 4 I 2 2 2 0 。 0 0 。 23 14 11 2 4 3 I 2 2 I 3 
(100.0) (66. 7) (33.3) （口口） ( 0.0) (100.0) (60.9) (17 .4) ( 8. 7) (13. 0) 
百十 36 14 6 5 15 12 2 4 2 I 3 134 61 45 10 51 40 8 13 9 I 7 
(JOO.OJ (38.9) (41. 7) (II.I) ( 8.3) (100.0) (45.5) (38.1) ( 9. 7) ( 5.2) 
4.食事状況友ぴ満足度
図4に「食事を作る人」を示した。やはり男性の83.3%，女性の90.35%の者が自分自身でイ乍っ
ている。時々も含めて子や嫁が作ることもあり， 「その他Jには，弁当，時々友と交換する者
図4 食事を作る人
女
図5 誰と食事をとるか
男
1. 5 
0. 7 
2.8 
女
図自分
田 子，娘，嫁
由 その他
国無回答
図 一人
田 子等と
盟 友と
ロ その他
回 無回答
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表9 食事に対する満足度
男 女
項 目 総数（人） 満 足やや 不満無回答 総数（人）満足やや 不満 無回答
量
品数
固さ
味付け
晴好
料理の変化
食事の時間帯
食事の雰囲気
計
（%） 不 満 （%） 不 満
36 26 0 1 9 
(100.0) (72.2) ( 0.) ( 2.8) (25.0) 
36 22 3 1 10 
(100.0) (61.1) ( 8.3) ( 2 .8) (27 .8) 
36 20 5 1 10 
(100.0) (55.5) (13.9) ( 2. 8) (27. 8) 
36 20 5 1 10 
(100.0) (55.5) (13.9) ( 2.8) (27.8) 
36 23 2 1 10 
(100.0) (63.8) ( 5.6) ( 2.8) (27.8) 
36 18 6 2 10 
ooo. o) (so. O) 06. 7) (5.6) (27.8) 
36 22 2 2 10 
(100.0) (61.0) ( 5.6) ( 5.6) (27 .8) 
36 19 1 6 10 
(100.0) (52.7) ( 2.8) (16.7) (27.8) 
288 170 24 15 79 
(100.0) (59.1) ( 8.3) ( 5.2) (27.4) 
134 107 
(100.0) (79. 9) 
134 97 
(100.0) (72.4) 
134 98 
(100.0) (73.2) 
134 105 
(100.0) (78.4) 
134 98 
(JOO.OJ (73.1) 
134 93 
(100.0) (69.3) 
134 101 
(108. 0) (75 .4) 
134 79 
(JOJ.O) (59.0) 
1072 778 
(JOO.OJ (72.6) 
6 
( 4.5) 
16 
(11.9) 
9 
( 6. 7)
7 
( 5.2) 
6 
( 4.5) 
10 
( 7. 5)
6 
( 4. 5)
21 
(15. 7) 
81 
( 7 .6) 
0 21 
(0.0) (15. 7) 
1 20 
(0.7) (14.9) 
1 26 
(0.7) (19.4) 
0 22 
(0.0) (16.4) 
0 30 
(0.0) (22.4) 
2 29 
(1.5) (21.6) 
0 27 
(0.0) (20.1) 
6 28 
(4.5) (20.9) 
10 203 
(0.9) (18.9) 
もいる。また図5に示すように3食ともに「一人jで自分の家で食べる者が多い。しかし昼食
は女性では 「友と食べる」ことが多くなり， 夕食は男女と もに「子等と食べる」ことが多くな
るようである。表9は日常の食事に対する「量J「品数」 「固さ」「味付けJ「噌好」「料理の変化」
「食事の時間帯」「食事の雰囲気」の8項目についての「満足度」を男女別にまとめたもので
ある。全体では男性で59.l %， 女性で72.6%と女性の方が満足度は高い。男性では満足度はど
の項目もほぼ50-72%の間にあり，なかでは「量」 「晴好」「品数」「食事の時間帯」がやや高く，
「料理の変化」「食事の雰囲気」については低い。しかし， 無回答率も平均27.4%と高い。一方，
女性では満足度は約59-80%の間にあり「量」「味付け」「食事の時間帯」が高く，男性と同じ
く「料理の変化」「食事の雰囲気」が低くなっている。ここでは年齢別にまとめた結果は載せ
ていないが，男性では75-79歳が女性では70-74歳， 80歳以上の者の満足度が低くなっている。
5.健康のために注意していること
図6は健康のために注意している食事と運動について男女合わせて数の多い項目の順にあげ
（食事について）
バランスよく 。
偏食しない
塩分を控える
野菜を多く摂る
適量を摂る
油を控える
規則正しく三食摂る
食品数を多〈摂る
その他
気をつけていない
無回答
図6 健康のために注意していること
（人） （運動について〉
10 15 28 25 30 0 
歩く
適度に体を動かす
体操をする
自転車に乗る
ゲー トボール
水泳
卓球
その他
でき ない
気をつけていない
無回答
20 
（人）
30 40 
図男
図女
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たものである。食事について気をつけている者は男性が26人で約72%，女性は90人で約67%で
ある。男女ともに 「バランス良く偏食しない」がl位であるがついで男性の場合は， 「野菜を
多く摂る」「食べすぎず適量を摂る」「塩分を控える」となり， 女性は 「塩分を控える」「野菜
を多く摂るJ「適量を摂る」 「油を控える」と続いている。全般に男性は食習慣に気をつけてい
るのに対し，女性は牛乳，魚、， 豆類を多く，肉を控えるやコレステロールの多いものは控える，
カルシウム，たんぱく質を多く摂るなどの食品や，栄養素をあげて細かく気をつけている様子
も伺える。運動については，男性が18人で約50%，女性は80人で約60%の者が行っている。全
般に特に道具も使わず， 一人でいつでもできることが多い。表10に「意識して体を動かしてい
るか」を尋ねた結果がある。「意識している」者は男性が75.0%で女性は82.8%である。更に
その6割の者が 「毎日動かしている」と答えている。健康のために運動を取り入れること も良
いが，どこか調子の悪い時でもその状態に応じて日常の家事や庭，畑仕事に意識して体を動か
そうとすることのほうが高齢者には望ましいと考える。
表10 意識して体を動かしているか
男 女
年齢 総数（（人））意識して特に意識 無回答 総数（人）意識して 特に意識 無回答
% 動かす しない （% 動かす しない
65～69歳 6 3 1 2 36 32 4 。
(100.0) (50.0) (16. 7) (33.3) (100.0) (88.9) (11.1) (0. 0)
70-74歳 11 9 2 。 47 38 7 2 
(100.0) (81. 8) (18.2) ( 0.0) (100.0) (80.8) (14. 9) (4.3) 
75-79歳 13 10 3 。 28 23 4 1 
(100.0) (76.9) (23.1) ( 0.0) (100.0) (82.1) (14.3) (4.3) 
80歳以上 6 5 1 。 23 18 4 1 
(100 .0) (83.3) (16. 7) ( 0目0) (100. 0) (78.3) (17.4) (4.3) 
計 36 27 7 2 134 111 19 4 
(100.0) (75.0) (19.4) ( 5.6) (100.0) (82.8) (14.2) (3.0) 
N ま と め
1.調査対象者は，男性36人，女性134人であり，なかでは男性は75-79歳が36.1%，女性は70
-74歳が36.l%と多い。
2.一日の活動状況のう ち，「外出する」頻度は男性は 「毎日」が，女性は「週2, 3回」が
最も多く，約47%となっている。現在，収入のある 「仕事」についている者は，男性が3人，
女性は4人である。そのほか町内会 ・自治会役員など地域社会活動に参加している割合は，男
性が30.6%と女性を上回っている。女性の中にはボランテイア活動を行っている者が6人いる。
一方その他の活動では，男女ともに老人クラブに通う者が多く，種々趣味活動等を合わせると，
女性の方が活発に楽しんでいるようである。「家事」 については女性の2倍以上にあたる72.2%
の男性が「大変である」とし， その約6割の者が惣菜作りを含めた「炊事」に苦労していると
答えている。女性は 「炊事」をあげている者は少ないが「除雪」「掃除」「庭仕事」などが大変
であるとしている。
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3.「健康状態」では「良好J「普通」と答えた男性は80.6%と女性の73.2%に比べて高い。し
かし，「腰痛」「肩こり」などの自覚症状を訴える者が男性の55.5%，女性の68.6%いる。「無い」
とする者もそれぞ、れ， 30.9%,22.4%と男性の方がやや多く，健康で、あると感じている者は男
性の方がやや高いといえる。また 「通院中」の者は，男性58.3%，女性72.4%おり，受診内容
は「血圧」が最も多く，次に 「目の病気」「腰痛Jとなっている。「睡眠状態」では男女とも約
6割弱の者が 「熟隠している」と答えている。「歯の具合」では男性は 「部分的に義歯Jが，
女性は 「総入れ歯」がやや多い。しかし「噛み具合」では女性の方が良いようである。
4.食事状況については，「作る人」は本人が多く，そして一人で食べる者が多い。しかし，
昼食は女性の場合，友と食べることもあり，夕食は子等と食べる男性，女性が多くなる傾向が
みられる。食事についての「満足度」は全項目を平均すると，男性が59.1%と女性72.6%に比
べ低くなっている。男性では「量」「晴好」「品数Jに，女性では「量」「味付け」 「食事の時間帯」
に満足度が高くなっている。しかし，男女ともに「料理の変化」には不満が多くみられ次いで
男性は 「食事の雰囲気」を女性では「品数」をあげている。
5.健康のため，食事に関して注意している男性は約72%，女性は67%である。 内容は男女と
もに「バランス良く偏食しない」 が多く，次いで男性は「野菜を多く摂る」「適量を摂る」と
なり，女性は「塩分を控える」「野菜を多く摂る」と続いている。一方運動に関しては，男性
が約50%，女性が約60%の者が行っている。しかし意識して体を動かしている者はそれより高
くそれぞれ約75%,83%おり，しかもその6割が「毎日動かしている」としている。運動とい
うより日常生活の一部として身体を心がけて動かす方が特に高齢者の場合には適していると思
われる。以上，この食生活調査を行い感じることは， 現代の若い男性とは違い，ひと り暮らし
となる以前は，炊事にはかかわらないことが多かったためか，男性が食事作りに苦労している
ことである。 しかし，ここでは載せていないがイ ンスタン ト食品や宅配便を利用している割合
は非常に少ない。一方，女性は炊事に関しては比較的苦労が少ない。しかし体が思うように動
かないこともあり， 今までやってきた家事などが思うよう にできない様子も伺える。
もし近くに安価で、高齢者を考慮したメニューを揃えた食堂，またはサービスがあればどんな
にか苦労が減じ気持ちの負担が軽くなるだろう。そこでコミュニケーションも広まりひとり暮
らしへの不安感も少なくなり， 別に生きがいや楽しみに目を向けることができると思う。毎日
必要であり，そして健康の基礎となる食を供給する，高齢者が利用しやすい施設が望まれる。
今後は 「単独」世帯とその他の高齢者について，世帯による比較， 検討をしてみたいと考え
ている。
この調査にあたりご協力をいただきました江別市社会福祉協議会ならびに，各町内会，自治
会の関係諸氏，調査にご協力下さいました皆様方に厚く御礼申し上げます。
なお，この調査は1994年10月，日本家政学会東北 ・北海道支部大会で発表し，その後，一部
加筆したものである。
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